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一 

 



 

こ
う
し
た
現
状
は
、
政
府
が
続
け
て
き
た
大
企
業
優
先
の
高
度
経
済
成
長
政
策
に
そ
の
根
本
原
因
が
あ
る
。
列

島
改
造
論
は
イ
ン
フ
レ
・
マ
イ
ン
ド
を
あ
お
り
、
大
企
業
の
土
地
買
占
め
は
、
株
式
、
商
品
か
ら
生
活
必
需
物
資

と
ど
ん
欲
な
利
潤
追
求
に
狂
奔
し
た
が
、
そ
の
間
、
政
府
は
何
ら
有
効
な
手
を
打
た
な
か
つ
た
。
今
年
の
一
月
か

ら
、
政
府
は
預
金
準
備
率
の
引
上
げ
や
窓
口
規
制
を
復
活
し
、
ま
た
、
世
論
の
き
び
し
い
批
判
を
受
け
、
よ
う
や 

す
で
に
、
五
月
に
お
い
て
卸
売
物
価
指
数
は
前
年
同
期
比
上
昇
率
一
二
％
と
、
戦
後
最
高
（
戦
争
直
後
の
悪
性

イ
ン
フ
レ
期
を
除
く
。
）
の
上
昇
率
と
な
り
、
消
費
者
物
価
は
東
京
都
区
部
で
前
年
比
一
一
・
六
％
と
な
つ
て
、
五

月
末
の
公
定
歩
合
再
引
上
げ
後
も
景
気
過
熱
、
物
価
騰
勢
は
沈
静
化
す
る
兆
候
を
み
せ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
企

業
の
多
く
は
、
生
産
設
備
の
不
足
、
在
庫
の
不
足
を
訴
え
、
四
十
八
年
度
の
設
備
投
資
計
画
は
大
幅
に
増
額
修
正

さ
れ
、
企
業
の
手
元
流
動
性
は
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
る
。 

 
イ
ン
フ
レ
・
物
価
抑
制
緊
急
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

こ
う
し
た
い
ま
ま
で
の
政
府
の
姿
勢
を
変
え
ず
、
日
銀
の
金
融
引
締
め
政
策
だ
け
で
、
ま
す
ま
す
危
機
を
深
め

る
イ
ン
フ
レ
を
抑
制
し
、
物
価
を
お
さ
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。 

こ
の
現
状
に
立
つ
て
庶
民
の
生
活
を
守
る
た
め
、
政
府
は
つ
ぎ
の
対
策
を
直
ち
に
実
行
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う

が
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
見
解
並
び
に
、
政
府
が
実
施
し
よ
う
と
す
る
対
策
を
明
ら
か
に
示
さ
れ
た
い
。 

一 

財
政
金
融
政
策
に
つ
い
て 

く
土
地
関
連
融
資
規
制
や
大
手
商
社
向
け
融
資
の
抑
制
に
動
き
出
し
た
が
、
い
ず
れ
も
後
手
に
回
つ
て
実
効
が
上

つ
て
い
な
い
。 

一
方
、
昨
年
来
騰
勢
を
み
せ
て
き
た
卸
売
物
価
に
つ
い
て
は
、
鉄
鋼
な
ど
の
不
況
カ
ル
テ
ル
を
引
き
延
ば
し
、

長
期
に
わ
た
る
消
費
者
物
価
抑
制
の
要
求
に
つ
い
て
も
何
ら
の
対
策
を
講
じ
て
こ
な
か
つ
た
。
さ
ら
に
本
年
度
予

算
で
は
、
イ
ン
フ
レ
の
進
行
を
許
し
、
庶
民
生
活
を
イ
ン
フ
レ
か
ら
守
る
ど
こ
ろ
か
、
国
鉄
運
賃
、
健
保
料
金
引

上
げ
を
す
る
な
か
で
、
産
業
基
盤
造
り
、
防
衛
関
連
予
算
の
比
重
を
増
大
し
て
い
る
。 

四 

 



 

4 

消
費
者
金
融
の
う
ち
自
動
車
ロ
ー
ン
な
ど
に
つ
い
て
は
安
易
な
貸
出
し
を
抑
制
す
る
。
た
だ
し
、
勤
労
者

の
住
宅
ロ
ー
ン
は
、
住
宅
政
策
の
上
か
ら
一
定
収
入
以
下
の
者
に
は
無
利
子
ロ
ー
ン
を
創
設
す
る
こ
と
（
政

府
と
、
企
業
の
社
会
負
担
に
よ
る
利
子
補
給
制
度
の
創
設
を
図
る
。
）
。 

3 

開
発
銀
行
等
の
政
策
金
融
に
つ
い
て
景
気
刺
激
と
直
結
す
る
融
資
を
直
ち
に
や
め
る
こ
と
。 

2 

貸
出
し
規
制
の
し
わ
よ
せ
を
強
く
受
け
る
の
は
中
小
企
業
で
あ
る
。
大
企
業
に
対
す
る
規
制
と
は
別
に
中

小
企
業
や
農
業
の
労
働
生
産
性
の
上
昇
と
生
産
力
の
拡
大
、
業
種
転
換
等
の
た
め
の
金
融
措
置
を
図
る
こ 

と
。 

1 
政
府
は
金
融
引
締
め
の
み
で
景
気
過
熱
を
お
さ
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
効
果
は
限
定
さ
れ
る
。
公

定
歩
合
、
預
金
準
備
率
、
貸
出
し
規
制
を
機
動
的
に
発
動
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
と
く
に
投
機

的
資
金
（
土
地
・
商
品
等
）
を
さ
ら
に
厳
重
に
規
制
し
、
過
熱
し
た
企
業
マ
イ
ン
ド
の
な
か
で
過
度
な
設
備
投

資
を
き
び
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
抑
制
す
る
こ
と
。 

五 

 



 

9 

国
鉄
、
健
保
料
金
の
値
上
げ
が
物
価
上
昇
に
つ
な
が
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
い
つ
さ
い
の 

8 

法
人
収
益
は
予
想
以
上
に
好
調
で
あ
る
。
勤
労
者
は
、
所
得
水
準
が
上
が
つ
て
も
、
所
得
税
の
累
進
と
物

価
高
で
生
活
は
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
つ
て
い
く
。
勤
労
所
得
百
五
十
万
円
（
標
準
四
人
世
帯
）
ま
で
の
非
課
税

と
大
企
業
の
法
人
税
率
を
四
〇
％
に
す
る
こ
と
を
本
年
度
に
お
い
て
実
施
し
（
来
年
度
か
ら
は
大
企
業
に
対

す
る
累
進
課
税
方
式
を
と
る
）
、
ま
た
、
大
企
業
、
資
産
所
得
者
優
遇
の
租
税
特
別
措
置
を
廃
止
す
る
こ
と
。

な
お
中
小
企
業
の
法
人
税
は
二
三
％
（
協
同
組
合
並
み
）
に
引
き
下
げ
る
こ
と
。 

7 

庶
民
の
生
活
を
イ
ン
フ
レ
か
ら
守
り
、
庶
民
に
浸
透
す
る
イ
ン
フ
レ
・
マ
イ
ン
ド
を
解
消
す
る
た
め
に
も

年
金
、
そ
の
他
、
社
会
保
障
制
度
を
充
実
す
る
こ
と
。 

6 
四
十
八
年
度
予
算
の
う
ち
、
列
島
改
造
関
連
、
産
業
基
盤
造
成
の
公
共
事
業
費
お
よ
び
防
衛
関
連
費
を
削

減
し
減
額
修
正
を
す
る
こ
と
。 

5 
銀
行
の
預
金
金
利
、
郵
便
貯
金
の
金
利
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。 

六 

 



 

二 

管
理
価
格
の
規
制
の
法
的
措
置
と
調
査
体
制
の
強
化
に
つ
い
て 

2 

公
正
取
引
委
員
会
の
調
査
体
制
と
権
限
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
現
行
の
独
禁
法
を
改
め
、
価
格
に
対
す

る
証
拠
主
義
を
状
況
に
よ
つ
て
価
格
協
定
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
原
価
構
成
の
報
告
提
出
、
立
入
り

検
査
、
価
格
引
下
げ
勧
告
・
命
令
等
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

1 

寡
占
企
業
の
製
品
価
格
の
上
昇
が
直
接
に
国
民
の
消
費
生
活
に
及
ぼ
し
、
ま
た
、
生
産
財
と
し
て
商
品
価

格
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
わ
が
党
が
か
ね
て
か
ら
社
会
、
民
社
両
党
と
共
同
し
て
提
案
し
て

き
た
、
寡
占
企
業
の
「
寡
占
価
格
規
制
法
案
」
の
内
容
に
基
づ
き
価
格
規
制
の
法
制
化
を
早
急
に
実
現
す
る
こ

と
。 

公
共
料
金
値
上
げ
を
止
め
財
政
負
担
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。
国
鉄
に
つ
い
て
は
、
大
企
業
（
大
口
）
優
遇
や
軍

需
貨
物
運
賃
等
を
改
め
料
金
体
系
を
適
正
化
す
る
こ
と
（
こ
れ
に
関
連
し
て
、
私
鉄
、
ガ
ス
、
電
力
等
の
公

共
料
金
を
値
上
げ
し
な
い
。
）
。 

七 

 



 

三 

大
企
業
の
投
機
規
制
と
独
占
的
な
輸
入
品
対
策
に
つ
い
て 

4 

総
代
理
店
制
等
に
よ
る
独
占
的
輸
入
品
に
つ
い
て
は
、
価
格
調
査
を
行
な
い
、
流
通
段
階
で
不
当
な
利
益

を
得
た
も
の
に
対
し
て
は
、
価
格
の
引
下
げ
勧
告
を
し
、
ま
た
公
表
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

3 

生
活
関
連
物
資
の
輸
入
に
つ
い
て
は
価
格
、
数
量
等
を
主
務
省
に
届
出
す
る
義
務
を
負
わ
せ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。 

2 

投
機
行
為
に
よ
る
価
格
高
騰
に
よ
つ
て
得
た
異
常
な
利
益
に
対
し
て
は
分
離
し
て
累
進
課
税
す
る
税
制
度

を
つ
く
る
こ
と
。 

1 

土
地
投
機
に
対
す
る
規
制
の
強
化
の
ほ
か
、
生
活
関
連
物
資
に
対
す
る
投
機
に
つ
い
て
は
四
野
党
共
同
提

出
の
「
買
占
め
、
売
惜
し
み
規
制
法
案
」
に
よ
る
規
制
強
化
、
行
政
権
限
の
強
化
、
罰
則
強
化
を
す
る
こ
と
。 

3 
国
会
の
物
価
特
別
委
員
会
に
、
現
在
よ
り
充
実
し
た
調
査
機
能
を
有
す
る
附
属
機
関
を
設
置
し
、
物
価
安

定
に
関
す
る
提
言
を
強
力
に
行
な
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

八 

 



 

四 

主
要
農
産
物
に
つ
い
て
―
自
給
体
制
の
整
備
と
食
管
制
の
維
持
に
つ
い
て 

3 

主
要
農
産
物
や
輸
入
依
存
度
の
高
い
も
の
は
、
海
外
需
給
動
向
に
よ
る
不
測
の
事
態
に
対
応
し
て
、
安
定

し
た
供
給
を
確
保
す
る
た
め
、
財
政
負
担
に
よ
る
備
蓄
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。 

2 

食
管
制
度
が
形

骸が

い

化
さ
れ
、
減
反
政
策
と
相
ま
つ
て
消
費
者
の
米
価
が
上
昇
の
一
途
を
た
ど
つ
て
い
る
。

生
産
者
米
価
の
値
上
げ
は
当
然
で
あ
り
、
食
管
制
維
持
の
も
と
に
消
費
者
米
価
は
上
げ
な
い
こ
と
。
麦
の
政

府
売
渡
し
価
格
は
上
げ
な
い
こ
と
。 

1 

農
産
物
の
生
産
復
帰
は
容
易
で
は
な
く
、
ま
た
輸
入
に
ゆ
だ
ね
た
場
合
は
大
手
商
社
の
投
機
商
品
と
な
る
。

世
界
の
食
糧
事
情
か
ら
も
自
給
体
制
の
整
備
、
確
立
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
安
易
な
完
全
自
由
化
は

し
な
い
こ
と
。 

製
品
輸
入
の
増
大
に
従
い
独
占
的
輸
入
を
排
し
、
併
行
輸
入
を
促
進
し
て
競
争
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

円
の
変
動
相
場
制
以
降
、
輸
入
さ
れ
、
値
下
げ
さ
れ
た
品
目
は
ど
れ
だ
け
あ
る
か
示
さ
れ
た
い
。 

九 

 



 

五 
生
鮮
食
料
品
の
価
格
抑
制
対
策
に
つ
い
て 

4 

生
鮮
魚
貝
類
の
大
手
水
産
会
社
、
商
社
等
に
よ
る
、
冷
蔵
会
社
、
荷
受
会
社
、
仲
卸
売
人
の
系
列
支
配
を 

3 

大
都
市
の
卸
売
市
場
の
需
給
調
整
機
能
を
も
た
せ
る
た
め
、
周
辺
地
域
に
公
的
な
大
型
冷
蔵
庫
を
整
備
し

て
公
的
管
理
を
す
る
こ
と
。 

2 

卸
売
市
場
、
分
市
場
の
増
設
と
配
置
を
適
正
に
整
備
し
、
他
方
、
公
設
市
場
を
緊
急
増
設
し
、
産
地
直
送

販
売
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
消
費
者
団
体
と
産
地
直
結
を
図
る
た
め
、
運
賃
、
融
資
等
の
助
成
を
行
な
う
と

と
も
に
、
公
共
の
施
設
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
。 

1 
野
菜
の
供
給
体
制
を
確
立
す
る
た
め
指
定
産
地
制
度
を
拡
充
し
、
「
野
菜
出
荷
安
定
法
」
に
よ
る
生
産
者
に

対
す
る
価
格
保
証
水
準
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、「
指
定
産
地
」「
指
定
野
菜
」「
対
象
消
費
市
場
」
を
整
備
、

拡
充
し
、
予
約
数
量
を
増
大
、
調
整
し
て
需
要
に
対
し
て
ゆ
と
り
の
あ
る
供
給
量
と
供
給
体
制
を
確
立
し 

 

て
、
生
産
者
の
価
格
水
準
の
安
定
、
消
費
者
価
格
の
安
定
を
す
る
こ
と
。 

一
〇 

 



 

六 

地
価
抑
制
対
策
等
に
つ
い
て 

8 

畜
産
振
興
事
業
団
の
管
理
を
充
実
し
、
価
格
調
整
機
能
と
供
給
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
。 

7 

食
肉
の
輸
入
を
拡
大
し
、
関
税
の
引
下
げ
を
す
る
と
と
も
に
、
商
社
に
よ
る
食
肉
メ
ー
カ
ー
の
系
列
支
配

を
排
除
す
る
。
ま
た
、
輸
入
食
肉
の
流
通
管
理
を
強
化
し
、
不
当
表
示
に
対
す
る
行
政
指
導
を
強
化
す
る
こ

と
。 

6 

零
細
小
売
商
の
経
営
近
代
化
の
た
め
の
行
政
措
置
と
助
成
を
改
善
充
実
す
る
こ
と
。 

5 
市
場
の
「
セ
リ
」
に
公
的
要
素
を
導
入
す
る
よ
う
に
図
る
こ
と
。 

地
価
の
暴
騰
が
諸
悪
の
根
源
に
な
つ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
政
府
の
土
地
対
策
の
放
任
に
よ
る

害
悪
は
ど
ん
欲
な
利
潤
追
及
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、
反
社
会
的
な
投
機
を
容
認
し
て
、
国
民
の
資
産
格
差
を
拡

大
さ
せ
、
社
会
的
荒
廃
を
招
き
な
が
ら
イ
ン
フ
レ
を
進
行
さ
せ
て
き
た
。 

調
査
し
、
支
配
体
制
を
排
除
す
る
こ
と
。 

一
一 

 



 

2 

大
企
業
の
買
占
め
た
土
地
に
対
し
て
、
国
民
福
祉
優
先
の
立
場
か
ら
公
共
住
宅
、
公
共
施
設
設
備
用
地
取

得
の
た
め
の
国
、
公
共
団
体
の
先
買
権
、
買
取
請
求
権
、
収
用
権
を
定
め
国
ま
た
は
公
共
団
体
で
買
い
取
り
、

公
共
住
宅
建
設
や
低
廉
な
宅
地
と
し
て
供
給
に
ふ
り
む
け
公
共
住
宅
（
賃
貸
住
宅
中
心
）
建
設
を
推
進
す
る
こ

と
。 

1 
国
民
の
生
活
の
根
拠
と
な
る
一
定
規
模
（
三
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
基
準
と
す
る
）
以
下
の
宅
地
（
住
宅

用

地
で
別
荘
・
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
を
除
く
。
）
と
一
定
規
模
（
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
基
準
と
す
る
）
以
下
の
住
宅

（
住
宅
部
分
）
は
固
定
資
産
税
を
非
課
税
と
し
、
固
定
資
産
税
を
適
正
化
す
る
。
し
か
し
、
大
企
業
の
保
有
す

る
土
地
に
つ
い
て
は
資
産
に
応
じ
た
累
進
課
税
方
式
を
と
り
強
化
す
る
こ
と
（
未
利
用
地
に
は
未
利
用
地
税

を
課
す
よ
う
に
す
る
。
）
。 

生
活
の
根
拠
と
な
る
一
定
規
模
（
前
項
と
同
じ
。
）
の
借
地
、
借
家
の
地
代
、
家
賃
が
値
上
げ
さ
れ
な
い
よ

う
固
定
資
産
税
を
四
十
七
年
度
と
同
額
に
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
。 

一
二 

 



 

 

一
三 

3 
大
企
業
の
土
地
譲
渡
所
得
に
は
、
こ
れ
を
完
全
に
分
離
し
て
、
譲
渡
益
の
八
〇
％
以
上
の
課
税
を
す
る
よ

う
に
改
め
る
こ
と
。 

4 

国
、
公
有
地
の
払
下
げ
（
都
市
と
そ
の
周
辺
は
全
面
的
に
）
を
即
時
停
止
し
、
公
的
土
地
の
拡
大
と
あ
わ
せ

て
公
共
用
地
と
し
て
活
用
す
る
。
ま
た
、
軍
事
基
地
返
還
を
推
進
し
、
公
共
用
地
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
。 

5 

都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
売
買
と
開
発
を
許
可
制
と
し
、
企
業
規
模
に
応
じ
て
面
積
規
制
を
し
て
投
機
的

な
買
占
め
を
排
除
す
る
こ
と
。 

6 

土
地
利
用
計
画
に
は
、
住
民
意
思
が
反
映
で
き
る
よ
う
、
民
主
的
な
構
成
に
よ
る
土
地
管
理
委
員
会
を
設

け
、
土
地
管
理
の
一
元
化
を
図
る
こ
と
。 

地
方
公
共
団
体
の
土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、
土
地
管
理
委
員
会
と
地
方
議
会
を
通
じ
知
事
と
政
令
都

市
の
長
の
決
定
権
限
を
認
め
、
中
央
集
権
的
な
規
制
と
介
入
を
し
な
い
こ
と
。 

右
質
問
す
る
。 


